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アノLミックス

消防隊員が火災現場で着用する防火服は，地味な存

在ではあるが消防行動上に不可欠の貧震な装備であ

る。その良否は，直接に消防隊員の身体に作用して，

防ぎょへの影部はきわめて大きなものがある。

ところで，防火服の理想とする要件は，

めじIj: 

A:ハイパロン十アルミ粉〈表面〉
B:接着<t!.，!:ント層 C:ビニロン布〈裏面〉

ネオプレンC 防火服の使命である防護性を有効に備えること。

く耐熱.防熱，緩衝， 耐薬品等の効果が大きいこ

C:ネオブレン〔裏面〉

のは，防火服には.消火による注水がかかることしば

しばであり， この水分の服地に及ぼす影響をみる必要

によるものである。

なお，供試服地は，次のものとした。

O 乾燥服地……平常時の状態のもの。

o 星濁扱地山・表面にスプレーで散水したもの。

ア瀦定項目および方法

(ア) 服地め重量 (g/ m') 

20佃 x20cmの服地の重量を量り 1m'当りに換算。

(イ) 服地の耐熱時間

服地をシュハンクパーナーの放射熱O.3cal/cm2 • sec 

を垂直に受ける位置においたときの焼損する(一定の

圧力を加えて破損する〉までの時問。

(対受熱による裏面温度

服地を500W赤外線電球の放射熱O.05cal/cm2.secを

垂直に受ける位櫨においたときの，月日地裏面の温度。

と。〕

C 生体への負担が少なく，機能的で作業用として適

すこと。〈軽い， 通気がよい， 防水される等運動，

生理作用に支障が少ないこと。〉

等であるが，現笑には， この両者を満足に兼ね備える

ことは困難である。そこでこのたび現在，当庁におい

て一般火災用として採用しているいわゆるアルミック

ス防火服(以下単に「アルミックス」という。〕とネ

オプレン防火服(以下単に「ネオプレン」という Jに

ついて改良の目的をもって，服地の工学的性状と，防

火服の被服性について実験，測定し検討を加えた〈一

部の項目については，特殊火災用の耐熱服についても

行なった〉のでその結果を報告する。

会;撃事J号事〉ト層

防火服地の工学的性状

(1)組成

ア， アノLミy クス

ビニロン， 韓20，平織，オックスフォード基布の表

面に高純度のアルミニウム粉末を混入したハイパロン

(クロルスルフ才ン化ポリエチレン系合成ゴム〉を接

2. 

イ 測定結果

的服地の重量

アルミックスは，表面に合成ゴムを接着させである

ため散水しでも全く吸水されず，若干水滴が附着する

程度である， もちろん重量増加もわずかである。ネオ

プレンは，表面が綿布のため散水により吸水し重量増

加率は 125%と大きい。乾燥服地では，アルミックス

( 1 ) 

着したもの。

イ，ネオプレン

綿，太アヤ， 9 A，濃紺色の基布の裏面に黒色ネオ

プレン(クロロプレン系合成コム〉を接着したもの。

(2) 乾，湿状態における熱的効果

乾，湿状態における服地の性状をことさらとらえた
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乾，湿状態の性能

服地裏面の上昇温度 CC)
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が重いが，湿潤幌地では，ネオブレンが逆に重くな

る。

付) 月謀総縦熟時間

乾燥服地では.両服地とも全ぐ同じであり湿潤服地

では，若干ネオブレンが耐熱時聞が長いが大差はなく

同じ傾向とみる。水のねによる耐熱待問絞殺率は

113勿

125~弱

ってネ 7ゲブ iノンについて

るとき防熱効幾』主意外に少ぶし これ

は0.3ca1Jcm2・sec と強烈な放射熱をあてたために乾

混服地の効果の差がそれほど顕著にならなかったもの

と考え

(吋受熱による裏蔚iili¥1lを

表 1

月日

状

乾

i畢

受熱放射熱の測定:東京精工KK放射計

温度の測定 :CC熱電対， 日立製作所mV&十

服地裏留め上減温度

(
心
。
)

制
帽
制
時
斗

2 3 4. 5 6 

受熱蹄問

ウ考 察

乾燥服地に比べ湿潤服地は，耐熱時聞が長く，また

袈面の上昇温度が低い。またアノレミック久に比ベネオ

プレシ比!淡7](量が多く熱F 防熱効果がブ:きい。た

だしネオブレンは重量の上勢力誌が著しく水の作用が必ず

じも効果的とはし、えなL、。

(3) 服地の引張り強さと耐久性

乾燥服地では g 両服地とも受熱時間の経過とともに

主幹漁船の傾向を訴すが不オプレン

が上自学度が大 なわち，

スが21.7'C (当庁の仕様裟準:250C未満〉でネオプレ

ンが27.2'Cとすでに5.S'C， 4分後では， 18.6'Cと大

なっているの淑潟源地では， アル.>!Jス::t.

持増加の傾向

的念、上昇しそ で，その後

また上昇する。jlf，j服地とも水の作用による防熱効果は

大きいが.特にネオプレ γでは数分間は温度上昇は乾

煉綴地の半分以下に議っている。

紡火服は. 、作業に耐え に，長も

ことが必要である。この性能を立?るため，

り強さと老化運転を行ないその後の変化をみた。

ア 測定項目および方法

(7) 引張強さ (kg)

会主A~地と老化綴敢について， コ0)0ヨiさ

付) 老化試験

生服地を 7エザーメーター 100時間〈大気曝'必半年

当する〉のj務総;こかけて，ヲ;奴強さと1主状会

誤IJ定結漆

(7) 引張強さ

生服地では，アノレミックスはネァ「プレンのタテ. ヨコ

も立.9倍ほどの浅3がある。 まfニ内線地とも

コの1.務ほどの強さが3うる。化服地では p

アルミックスはネオプレンのタテは 2，2倍ほど， ヨコ

は 2.8倍ほど強いまた強力変化率はネオデレンのタテ

が最高で14.4%である。

選化運転後の泣

ノレミッタ

が減じる。

Oネオプレン…・・…やや表面に曲る，やや退色，比較

( 2 
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的変化が少ない。

ウ 考 察。1アルミックスは p ネオプレンの約3倍の引張強さ

るので，破損しずらく郡久性に怒むものと思

う。

〈イ) 議<，織只がつみ，合成コムを絞殺させた官級地

とも，鋭利のものに対しては切損しやすし引張強

グコ差はそのままあらわれない。

{ウ) 両服地とも引張強さの変化率では大差はないが，

ネオプレンは老化運転によって具備すべき最低限の

を保っているにすぎない

判 アノレミックスの老化運転後の硬化，光沢の減i/lは

総熱効果や被服性に議長響する問題である。

表 2 引張 強 さ
(単?な:kg) 

一つ「-7化運転後
服地の種別 I ~ R~ 岨|の服地

ヨコ I 72 I 日

夕テ I 34 I ぬ

ヨ コ I 25 I 23 

ショッパー引張試験機

試料治:3也容ツカ i凋隔:価

引張速度:20cmfmin， 

: 30，む室内君主:初予6

老化運転

今:自動えi筏老化試犠機

試料i益変:63二と 'C

表 3 強力変化

事糊糊寝静

: 52こと % 

スプレイ:12分/60分

カーボγアーク:2灯

(4) 服地の酎薬品性

防火服は火熱の他に薬品に対しても離え強いことで、

ある。各種の薬品について試験し比較検討した。

試験磯おおよび方法

(7) 耐酸性および耐アルカリ性試験

酸R丸アルカリ液に服地を漫潰したのち水洗し 9 乾

燥さそれ処獲誌な後の引綴強さを測り強カ変化惑をと算出

して性状をみた。

O 
60%硫酸液， 35必塩酸液， 60%硝酸液，氷酢酸液

O アノレカ

30労水酸化ナトリウム液

O 漫潰時間:24時間

O 気温:灘高16，9.C，最低⑤ 5'C

イ試験結果

的向服地とも，アルカリには強いが織には殺され

やすい。

げ) 対服地とも，繊維部は浸されやすいが合成ゴム面

ほ比較的つよ L、。

ウ考 察

滋淡試験の結果からは.ややネオブレンがすぐれて

いるが，防火服の着用時における外部からの薬品に対

する安全性または服絞め安定微について考察すると

き，服地の構成上から，合成ゴムを表面にしてあるア

ル 5ックスが綿布を幾密にしてみるネコトプレ γよりも

有効と思われる。

〈単%)

35 % 
塩酸液

¥i 30 必
氷酢酸液 11水酸化

!lナトリウム液

設7

97 

95 

95 

強力変化率仰の 100 

ここに Xl:処理前の引張強さ (kg)

X.恥処理授の引張強点 (kg)

(5) 服地の放射性照位体の汚染に対する防護?生

現用の防火服地が， R 1の汚染:こ対していかなる影

⑦ 

3 (D 4 

⑦は強さが増したもの。

~8~ と効果があるかを検討する。

担1]定演ねおよぴん伺法

(7) 汚染指数および除後指数

服地を，ストロンチウム89で、汚染して，洗浄前後の



数射能の強さを測定し 4507により放射性

持染指数および除染指数 汚染に対するよご

れにくさと，除染し

放射線のしゃへし

λ ルト 60(r線総泥沼〉 238 Cs線測定

用〉の二つの標準試料を用いて，各核種と測定台の中

聞に服地を定置し，放射能の強さの員十数率を測定し，

減哀率を算出， しゃへい性をみる。

イ 測定結果

(7) 汚染指数は，服地の汚染によるよごれにくさを意

旅するもので，アルミッ F凡が識もよごれにくく，

オプレン，耐熱線織の額

(イ} 除染指数は，汚染された総}緩め洗浄による落ちゃ

すさを:官、味するも スが最も落ちゃ

すく，ネオプレン，耐熱服地の!願となる。アノレミッ

クスとネオプレンは水で，また耐熱服地は中性洗剤j

で除染した方が効果的である。

り) β線および r線のしゃへい性は，耐熱服地が最も

よく，ネオプレンとアノレミックスはほぼ同程度であ

る。

ウ考 察

ノレミックス， ネ レ ぴ耐熱服地の供試材

ら考察すると，

万一R1に接近し方不ょ 3どした場合は，耐熱服

を着用していた場合が最も安全といえる。ただしそ

の後の除染は最も困難で，特殊洗剤が必要となろ

う。

付) R 1に接近しないときは，アルミッタスの着用が

効果的といえる。

表 4 放射性汚染および徐級指数

服地の種別
|中性洗剤で
洗ったとき

ア川ツクス 10.93~0 叫 81~0 判。 67~0.69

三三三三lMH5110.62~0. 741 O. 54~0. 55 
可A11ヂ1 O. 13 10. 08~0. 091 0.43 

核種:ストロンチ

※洗浄時聞は10分間

汚染指数=log102ゑ

除染指数=!OgIO長
ここに Do::水洗前又は除染前の汚染試験面の放

射能の強さ(cp m) 

Dl:水洗後に試験商に残存する放射能の

強さくcp. m) 

〈

。2:除染し水洗し

能の強さ Cc

j湿地でしゃへいし

能の強さの減衰率

服地の種別
! 日11--トおむ

(回CoCI2)

(r線〉

アルミックス i3.6~3.8 

ネオプレン| 5.9 

耐生服地 I91. 4~ 〈表み)~ I 91.4~91. 7 

円内-DN
;後長率〈予約=-4T一旦ー×

lJS 

ポ Ds 標準試料の計数本

DN:標準試料を服i合〈

の計数率 (cp 

じっ試験屈の放射

: %) 

ゥチ曹8
〈おSU30S)

(β 線〉

31. 4~31. 7 

32.4~36.1 

62. 1~62.7 

した1場台

3. 防火服の生体への影響

防火服は，従来から防熱，防水等の観点からは工学

的に考慮が払われてきた。しかし作業用被服として被

綴総生め交場からは，充分に考簿、されていら:いので特

ついても検討することにし

被服衛生の立場力、

れはつねに着用時に

必要がある。すな

ゑへの負担と

防

火服を着用することによって生体に与える生理的反応

を，皮膚温，呼吸，心蔵の機能，発汗，および疲労等

の項目について測定し，通常の被服と比較検討を行な

う必要がある。さらに運動負荷を与えた場合の生理的

同時に測定し，生体への丸抱の大ぎさが適当で

生理的限界を超えるかという加γ〉いて検射

る。また人間工学の部方、

安全であると L、う防火販は

いかという改良の問題にもふれ

少なく，

たらよ

これら一連の研究は，検討すべき項目が多く測定者

側にも人員の制約があり，その他の理由によって全体

としての結論を早急に下すことは困難であるが，個々

の測定から得た範囲について報告する。

( 1 ) 静止時における防火服の生体への影響

着用し静止している場合のぬ担についての

たもので，防火服が換の意味での被服と

であるかということ

防火殺を着用しただけで?

。すなわ

め銭絞め生体負

担となるかということの評価についての実験である。

被服としての防火服は，突は，通常の衣服と同程度の

もの〈生体への負担の度合いに関して〉であれば好ま

しいわけであるが，特殊な目的をもっているためにそ

れは不可能なことである。そこで着用しただけで，す



でに大きな負担になるのであれば被服として改めて考

え直す必要がある。そのような:音.味でー次の実験を行っ

fこ。

ア実験方法

被験者10人に防火服を脱替の上に着用させた〈これ

は一般の衣服の着方に従った。通常防火服は，上衣の

よに着用する筈であるが被服としての性質をみるため

にこのような手段を用いた。)30分間椅子に静座させ，

その聞の呼吸数.脈博数，皮膚fflaの変化を求めた。 30

分間としたのは，被験者の精神的な負担ともうひとつ

は大体20分程度で皮膚温の上昇が一定の限界にとどま

り，それ以上変化しないからであった。呼吸数は，ザ

ーミスター呼吸数測定袋還により，脈博数は，心電図

から換算し，皮驚滋は，サーミスター温度記録計を用

いた。なお被臓の着鋭を行うため室温を250Cとして実

験した。

皮府温は次の 5点を測定した。

A 前額〈中央〉

B 前胸部〈胸骨剣上突起旗上〉

C 背部〈第 1胸椎稜〉

D 上腕伸側く中央〉

E 大腿伸側〈中央〉

被服は次の4種類を用いた。

O 作業服

O アルミックス…....・H ・....・H ・-… 2，680g

O ネオプレン…一-一…...・H ・..…・ 2，750g 

O 耐熱服….....・ H ・.....……・上衣 4， 030g 1 
ズボン 3， 080 g ~ 9， 300 g 

制t2， 1909 J 

イ 実験成績

防火服30分間の着用で特に暑かったと訴えた者はい

なかった。

(7) 呼吸数

実験の初期に平均14回/分であったものが， 30分経

過後も矢張り平均14回/分であった。個人により 1~

2回/分の増減のあるものもあったが，平均的にみる

ならば:!::Oとなりほとんど変化がないとみなしうる。

(イ) 脈博数

実験の初期に平均64回/分であったものが， 30分経

過後も平均64回/分であった。個人により 2~3 回/

分の増減のあるものもあったが，平均:!::oとなり呼吸

数と同様にほとんど変化がないとみなしうる。

(吟皮膚温

測定部位によって異る，前額部では初期33.8~35.0

℃であったものがO~O. 50Cの上昇をみる。前胸部で

は.初期33.4~34. 60Cであったものが1.0~1. 50Cの上

昇をみる。背部では，初期33.2-34.50Cであったもの

が0.5-1.10Cの上昇をみる。大腿部では， 33.2~34.2 

℃であったものがO.5~1. 40Cの上昇をみる。

作業服の上昇度を基準にとって，防火服の上昇をみ

れば，いずれも作業服に比して上昇度は大きくなって

いる。全般的にみると，耐熱服が最も上昇の巾が大き

しアルミックスとネオプレンでは一定の傾向を示さ

ない。

表 6 皮腐温測定値
Name S. A. age. 31 

測定点|裸時|被服 前 後 集車・湿度

i乍 A 33.6 33.6 32.4 23.50C 

B 32.3 33.6 34.5 72% 

業 C 33.3 33.5 34.0 

D 32.6 32.9 33.4 
ftR E 33.2 33.2 33.8 

ア A 32.2 32.0 32.2 25.20C 

ノレ B 32.3 33.5 34.9 74% 
、、、

C 33.5 33.7 34.5 、y

32.5 32.7 33.6 
ス E 33.4 33.2 33.9 

ネ A 34.5 34.8 35.0 25.20C 

オ B 33目 8 34.8 35.8 74% 

プ C 34.4 34.5 35.2 
レ D 33.2 33.6 34.6 
ン E 33.4 34.8 35.6 

耐 A 35.0 35.0 35.5 25.50C 

B 34.2 34.2 36.2 75必

熱 C 34.2 34.5 37.6 

D 33.9 34.0 35.0 
na E 35.0 34.6 36.9 

第3図皮虜温の前後差〈平均〉

1.5 

山

川

白

(
O
U
J明
叫

喧

頃

。
員~前
額随
部 部

現'1

上大
股 捜
部 部

イ土

育

部

定音E

( 5 ) 



〈



表 7 被 者 の 泣

市川悶 辺

i ~^ I身長 i体 重 i血圧 (mrnHg)I肺活量 T.V. C 

i年令¥ (佃 Iω 五五瓦JfS; (α) ¥-手ブ葱ヰ貯-zて
i33 I 176. I 60.0 I 120 I 78 ¥ 330o 3700/4100 I 90.2 

i2事 I 170. 55.0 I 102 I 62 I ω3而子32{)o 幻 8

ぉ I 176. I 67.6 I 122I 68 I 3250 3700/4200 邸 1

l 179.7 I 65.0 I 140 Iア8 I 3480 I 酬 /3550 I 95.8 

1 附 8i 55.0 I 122 i開 iω2お0/2900 I 81. 0 

i 附 o I 70.0 I 110 I 怜 I 3150 1 3200/捌¥91. 4 

2誌

被 験 者

回

J 11 

倉

JII 

31 

本 32 

表 8 作業終了時の脈絡数及び安静時{ご対する増加ぷ

77 

業服 | ア以ゾス | ネオプレン

仰 )凶 (240)! 凶 (221)

ω!150〈2311fL

88 (133) 86ー竺L

作講義
区分

作

重

作

業

150 

140 

140 

(124) 

74 (112) 

静 時 作 m~ 

表 9 作業終了時の呼吸数及び淡静時に立せずる増加率

20 38 (190) 

表10 呼 ~ 霊ま B. P. S_ (cc/min) 

山 三仁

作業服|

58，080 (5.9)1 68，908 (7. 1) 

19，243 (2.5) 

…一一川7f=量rー--コ ロ忠=ニーコー

アノレ iックス| ネォブレン j 耐 熱 服

i63，986ω と竺4(8.竺-
i7刊 6(6.7) I 

i記つ…2.7汁部関ホ探
ノ |6“5，4必25示長ゐ了γγη可汀汀i…I一I一……………i一………i一……i一…i一i

問l被験者 !安静時!

重!及れ 1 ぉ844 I 

作 I 金 1M3お 1

業 I~ 明 lM併 I 59，附 (5.9)

I 6 9 7  I 

1M打 I23，6部 (2.5)

I 釦 i

軽

作

業
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表11 被服によるエネルギー代謝率の相違

鍔|搬者|作業綴132よlfrプ|開服

重|及川 I9.7 I 10.0 I 9.8 I 12.3 

作|一 倉 I-9. 5! 10.4 I 9.8 I 
業1池辺 I8.3 I 8. 9 I 8. 4 I 
軽|山本 I 3.8 I 4.2 I 4.0 1 10.3 

作|篠回 I2.8 I 3.5 I 3.2 I 
業|市川L:0 1 3.7 I 3.3 J 
表12 平均zネノレギ一代謝率

作業区分 耐熱服

02.3) 

00.3) 

第4図作業終了後の脈博増加率
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第7図 被服別の同一運動負担に対するエネルギ一代

都惑の相違

軽
症
未

主
笹
木

なうことは大きな労働負担となる。脈博数は150回/

分以上にならないようにすることが生理学的には望

ましいが，アルミックスもネオプレンもその限界を

超えることが起りうる。徒歩程度の中等作業が許さ

れる範囲ではないかと思われる。

付) エネルギー代議i率からみても， 10を超えるような

運動は好ましくないであろうし.長続きはしないで

あろう。その点からみて防火服改良に特段の配慮が

望まれる。耐熱服では歩〈ことすら激労働に属すの

で，この着用については種々の条件をつける必要が

C 8 ) 



ある。〈例えば被服内へ冷却空気の送入等〉

(ウ) この労働区分に対する生体への負担についてはネ

オプレンがアルミックスに比ベ被服としてはすぐれ

てL、るようである。

(3) 労働負荷に対する防火服の生体への影響(そ

の2)

ア，実験方法

上衣を脱いだ状態〈ワイシャツ類着用〉と，その上

に防火服を着た場合について，自転車エルゴメーター

によって適当の負荷をあたえた場合に防火服の着用が

どの程度の負担増加になるかについて倹討を行なっ

た♂

運動は. R.M. R 3.9程度とし運動時聞は10分間で

その聞の心拍数を心電計による心竃固から求めた。呼

吸数は，サーミスター温度計を鼻部につけその瀦度変

化の回数から求めた。皮膚温は，サーミスター皮膚温

度計を用いて求めた。安静時および運動終了時の呼気

採取をしてショランダー呼気分析器によって分析を行

ないエネルギ一代謝率を求めた。さらに各人の体位を

測定するため，身長，体重.血圧，肺活量毒事の基礎的

計測を行なった。被験者には，数日間の練習を行なわ

せ運動に馴らせてから illlJ定を実施した。

着用防火服の重量は靴を含めて次のとおりである。

O アルミックス……....・ H ・-……...........… 3.900g 

O ネオプレン.......…....・H ・目・ H ・H ・....…… 4.300g

イ，実験成績

(7) 心拍数(脈博数〉

被験者Yでは.安静時に71回/分であったものが10

分間の労作業後シャツ着用で 120回/分， アルミック

九で130回/分，ネオプレンで139回/分と変化した。

被験者Oでは，安静時に75回/分であったものがシャ

ツ着用で127回/分，アルミックスで136回/分，ネオ

プレンで 130回/分となった。いずれの場合も防火服

の着用によって心拍数の増加は認められるが，アルミ

ァクスとネオプレンではその差が明瞭ではない。

(イ) エネルギ一代謝率

シャツ着用では 3.9程度のものであったものが，ア

ルミックスでYが4.1.0が4.5となり，ネオプレンで

はYが4.4. 0が5.1となり.YもOもともにネオプレ

ンの方がR.M.Rは高くなっていた。すなわちネオプ

レンの着用はアルミックスに比較して生体への負担は

大きかった， しかしこれは重量がネオプレンの方が大

きいからそのことに由来するものと考えてよ L、。

{ウ)呼吸数

安静時において， Yは18.4であるものが10分間の労

作業後. シャツ着用で32回/分，アルミックスで28回

/分，ネオプレンで29回/分となり防火服着用の影響

は全く認められなかった。 Oでは.安静時24回/分で

あるものが10分間の労作業後，シ十ツ着用で38回/分

アルミックスで41回/分，ネオプレンで41回/分とな

り，防火服の着用の影響は幾分か認められる程度にす

ぎなかった。しかし全般的にみてアルミックスも不オ

プレンも呼吸数に大きな影響をあたえる程度のもので

はない。

伺皮膚温

各測定点，各人ともそれほと・時聞の経過によって上

昇しているというものではない。いずれにおし、てもシ

ャツ着用よりは，防火服着用の方が上昇度は大である

ことは認められるが，アルミックスとネオプレンとの

差は部分的な大小であって断定はしえない。

第8図呼吸数，心博数の時間的変化〈安静時を

100勿とする)(Y氏〕
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ウ，考察

防火服の着用による R.M. R3.9程度の作業を 10分

程度負荷した実験においては，特別に大きな生体への

負担によるような現象は認められなかった。アルミッ

クスとネオプレンとでは，大きな差は認められず，わ

ずかにアルミックスの方が生体への負担は小さいよう

にみえるが，防火服の重量を考慮、した場合には当然の

ことで機能上の差はほとんどないとみてさしっかえな

し、。

(4) 最大作業時における防火服の生体への影響

消防作業では，短時間ではあるが体力の限界程度の

( 9 ) 





ザ 機織 議数時時

合争汁プレンが震も負総が:大きいといえる。それに

て，作者数減収半分程殺となっているから妨火ijfl.

の号専用がし、かにさ色体への負担になるかはこのことか

も明らかであろう。

付) カ'ス代謝

酸素務取盆につい℃は，安静時0.15.e/m.1nで・あるも

のが作業織で1.合 /minアルミ yグスで1.怒ら.efmin， 

ネオブレンで2. .e jm.1nとなっている o作業艇とアル

ミック λ とでは大きな差はないがネオヅレンは 2倍程

度になっている。炭酸ガス排出量il，安静時仏 17 / 

minであるものが作業服で 1.52.e / m.1n， アノレミ vク

スで1.75.e /minネオプレンで1.96.e /minとなりここ

ではネオプレンが最大，アルとックスがそれにつぎ，

作幾服は最小と〈よっている。

呼吸数( 0♀併出総/02銭絞殺〉について池宮と静

時上 12，作多数服でO.部， アルミックスてーO設0，ネオプ

レンでO裕 90となっている。換気の動態からみれポナノレ

ミック Jえとネオプレンとでは同等となる。 しかし 02

摂取量， C02排出量が大である方が当然に負担とし

ては大きいはず ψむあるから，ネオプレンの方がアノレミ

ッグスよりも全伶的には大きな負怒とはると判断して

差支えなし、。

問 皮温，被綴内;恩・託金度

労作時の皮応{黙を額，胸部，背部について総定した

結果は，作業服，アルミックス，ネオプレンいずれも安

静時に比して作業時は上昇しているが，特にどれが高

温を示?という二とはない。被服内温・湿度以ついて

も向燥な傾向がみられ，遺跡のおj期に一定の強大法で

上終しその後は変化がみられなし、。被艇による擦も

ほとんとみられないω これは当然でもっと負荷を大き

くすれば(作業時間を長くする〉変化が得られるはずで

あるが，そうなる ι熱中症を籾こす危険性があるので，

人体実験ではそこまで行なうべきではなし、。

判 エネノレギ一代謝率

賞受大作業を行なっているので， R.M.Rは変化しな

いはず伊ごあるが事着火の重畿や:強気性などの総i主はょ

っ ~Cf乍;長のよに録、担金:滋なってくる。{乍書籍服で R ， l'vI. 

R t113 5，アルミックスで13，8，ネオプレンで15. と

なっている。 13，5よりの増加分は被服自体による魚磁

と考えられる。アルミックスが2.65kg，ネオプレンが

2. 75kgと余り違いはないが，作業服とアルミックスと

でゆR.M.えに一:たさな差がはいのに，ネオプレンにつ

しもては火きくぷ差がある，従ってこれはアルミヅクスの

被級位がよくないと判断して差支えないと恩われる。

ウ，考察

以上の結果から，防火服は矢張りある程度の負荷を

作業に対してあたえているので，重量という問題もそ

附 型
輸
』
ぷ

議議13 呼吸数の深化

〈予備試験 f乍議H約 議

_16_1 
〈運動〉

防 火 Jlf1 I運動初期|運動後期

アルミックス 33 特

25 

表14 作業(震大〉時における換気能

jk. ~東南京博君事長
安静州各符 1 O. 15 1 O. [1. 

作業機[52. 1 L 90 1 1.。

クλ|完:;li?i li;i i 22 
ネ介ブレン l設9. I 2.9 I 1部 I 0.90 

第12図皮膚湿の変化 (0氏〉

35 

;コ坪
)ヨ31司
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31 
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ワイ弘、ゾ ギオ7・l/'/ J'M .. /J;l， 材J'v~l

うwとあるが，致液性

払うことが議ましL

、マもさらに考遂を

4. むすび

防火沼は，安ぎを伐と機徒住， との柑反するこ面を同

時に融合兼ね備えるところに製作上の因縁性があν。

このI盗路を打開するためには，安全性は現用の程度を

確保するに留めるとして，機能性すなわち生体への負

担の軽減について.処置すべきであろう。この手段と

して，ゑ地め選定と形状の改良によるが，通気と軽量

化の促滋が記長眼と考え お潔用め防火服ではa ア

ルミックスがわずかにすぐれているようマあるが，さ

らに性能持続のための補修と，普段の適応な総持管理

11 ) 
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が必要と認められる。

本報告は，理想的な防火服の製作を目指す途上にお

ける基磯研究であり. 1断片的な結果ではあるが泰考に

されれば点いわし、である。

終りに，与火服の生体への議会穏につい亡長郊にわ

作時 能の
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第15図最大労作時の被服内温ila度の変化
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たり積極的にご研究をいただいた，東京医科歯科大学

医学部公衆衛生学教室，前回先生他諸先生. nrr地の出IJ

定にど協力をいただいた，航空自衛隊航空医学完験|家

p 桜護模K 技の方々(こ
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